
第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
パ
ス
ト
リ
ア

福
島
県
二
本
松
市
渋
川
字
臼
石
八
番
地
十

建
設
機
械
施
工

株
式
会
社
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
m

レ
ー
シ

ン
グ
m

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

埼
玉
県
川
越
市
大
字
山
田
千
七
百
二
十
六
番
地

溶
接

有
限
会
社
高
田
工
務
店

埼
玉
県
戸
田
市
上
戸
田
四
丁
目
十
番
十
七
号

型
枠
施
工

有
限
会
社
吉
澤
工
務
店

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
太
田
ヶ
谷
三
百
七
十
七
番

地
七

型
枠
施
工

株
式
会
社
エ
ス
・
エ
ス
・
プ
ロ

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
大
字
上
富
字
下
饒
千
八
十

七
番
一

と
び

株
式
会
社
野
林
組

静
岡
県
三
島
市
壱
町
田
五
番
地
の
十
四

コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
製
造

株
式
会
社
イ
ト
ー

静
岡
県
磐
田
市
玉
越
八
十
番
地

建
設
機
械
施
工

有
限
会
社
共
栄
商
事

兵
庫
県
加
西
市
別
府
町
甲
千
五
百
七
十
一
番
地
の

一

コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品
製
造

平成™›年 月™�日 水曜日 第œŸ š号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
六

日
法
務
省
告
示
第
三
百
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

法
務
大
臣

滝

実

第
一
号
中
「
社
団
法
人
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
」
を
「
公
益
社
団
法
人
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
」
に
改
め
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
四
号

輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の
原
産

地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
の
公
表
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

三
の
９
の
_
の
ニ
中
「
コ
ス
タ
リ
カ
」
の
下
に
「
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
五
号

鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し
た
南

鮎
川
Ａ
Ｋ
e

一
号
井
に
係
る
探
鉱
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
油
層
に
属
す
る
地
下
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

北
緯
三
十
九
度
十
七
分
二
十
・
〇
七
五
秒
、
東
経
百
四
十
度
四
分
十
・
四
三
七
秒
（
世
界
測
地
系
）
を
中
心
と
す
る

半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
、
北
緯
三
十
九
度
十
七
分
十
・
一
五
七
秒
、東
経
百
四
十
度
四
分
十
八
・
四
六
〇
秒（
世

界
測
地
系
）
を
中
心
と
す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
、
北
緯
三
十
九
度
十
七
分
十
九
・
八
二
二
秒
、
東
経
百
四

十
度
四
分
二
十
七
・
二
〇
五
秒
（
世
界
測
地
系
）
を
中
心
と
す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
の
外
縁
を
包
絡
す
る

直
線
及
び
そ
れ
ら
の
円
の
弧
で
か
こ
ま
れ
た
区
域
の
直
下
の
深
度
（
由
利
原
Ｓ
Ｋ
e

十
六
Ｄ
Ｈ
号
井
の
坑
口
を
基
準
）

千
九
百
三
十
三
・
八
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
千
四
十
一
・
七
七
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
存
す
る
ガ
ス
層
に
属
す
る
も
の

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
十
七
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

近
畿
自
動
車
道

伊
勢
線

松
阪
市
笹
川
町
字
坂
東
一
三
〇
六
番
四
か
ら
同
市
矢
津
町
字
ヒ
ジ

ア
ナ
一
八
七
三
番
二
ま
で

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

〇
時

〇
財
務
省
告
示
第
三
百
七
号

出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
五
号
）
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣

換
算
率
を
定
め
る
等
の
件
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
財
務
省
告
示
第
四
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

財
務
大
臣

安
住

淳

百
二
十
三
中
「
一
〇
〇
マ
ラ
ウ
イ
・
ク
ワ
チ
ャ
に
つ
き
本
邦
通
貨
五
二
円
」
を
「
一
〇
〇
マ
ラ
ウ
イ
・
ク
ワ
チ
ャ
に

つ
き
本
邦
通
貨
三
一
円
」
に
改
め
る
。

百
三
十
一
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

百
三
十
二

南
ス
ー
ダ
ン
通
貨

一
南
ス
ー
ダ
ン
・
ポ
ン
ド
に
つ
き
本
邦
通
貨
二
七
円

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
六
号

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
資
格
講
習
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号

指
定
資
格
講
習
機
関
の
名
称
及
び

住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

資
格
講
習
業
務
を
行
う
事
務
所
の

名
称
及
び
所
在
地

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
経

済
産
業
大
臣
指
定
第
一
号

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
四
番
十
号

理
事
長

木
村

文
彦

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査

協
会

教
育
講
習
部

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
四
丁
目
一
番

十
号

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
七
号

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）

第
六
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
認
定
講
習
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監

督
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
八
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号

指
定
認
定
講
習
機
関
の
名
称
及
び

住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

認
定
講
習
業
務
を
行
う
事
務
所
の

名
称
及
び
所
在
地

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
経

済
産
業
大
臣
指
定
第
一
号

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
四
番
十
号

理
事
長

木
村

文
彦

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査

協
会

教
育
講
習
部

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
四
丁
目
一
番

十
号

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
十
八
号

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
再
講
習
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）第
十
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

指
定
年
月
日
及
び
指
定
番
号

指
定
再
講
習
機
関
の
名
称
及
び
住

所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

再
講
習
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名

称
及
び
所
在
地

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
経

済
産
業
大
臣
指
定
第
一
号

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査
協
会

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
四
番
十
号

理
事
長

木
村

文
彦

一
般
財
団
法
人
日
本
ガ
ス
機
器
検
査

協
会

教
育
講
習
部

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
四
丁
目
一
番

十
号

Ÿ
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